
第２回
観峰館オンライン講座

観峰館所蔵品を鑑賞しよう
（１）

2021年3月31日（水）10時30分～

講師；寺前公基（観峰館学芸員）



◇講座の目的◆

（前回の講座に引き続き）

・作品に書かれた漢詩を読む。

・漢詩の構成、意味を理解する。

・作品作りにおける、書家の意図を探る。



中林梧竹（なかばやし ごちく）とは？

中林梧竹（1827～1913）は、名は隆経、字は子達といい、号

の梧竹で知られています。肥前小城（現在の佐賀県小城市）の鍋

島藩に仕える名家に生まれました。長崎で中国の書家に書を

学び、中国に留学して、多くの拓本を持ち帰った。

梧竹の書は、強く斬り込む起筆と力強い筆使いに特徴があ

ります。「名刀の切れ味」などと言われることもあります。
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それでは、
実際の作品を
見てみましょう！



☆
今
日
の
鑑
賞
作
品
☆

中
林
梧
竹

行
草
書
五
言
詩
軸

【
釈
文
（
し
ゃ
く
も
ん
）
】

題
詩
石
壁
上
把
酒
長

松
間
遠
水
白
雲
度

晴
天
孤
鶴
還

梧
竹



題
詩
石
壁
上
把
酒
長

松
間
遠
水
白
雲
度

晴
天
孤
鶴
還

→

①
文
字
数
を
数
え
る

題
詩
石
壁
上
（
各
５
文
字
）

把
酒
長
松
間

↓

遠
水
白
雲
度

五
言
絶
句

晴
天
孤
鶴
還

②
二
十
文
字
を
分
け
る
。

↓



題
詩
石
壁
上

→

詩
を
石
壁
の
上
に
題
し

把
酒
長
松
間

（
と
）

→

酒
を
長
松
の
間
に
把
る

遠
水
白
雲
度

（
渡
）

→

遠
水
に
白
雲
度
り
、

晴
天
孤
鶴
還

→

晴
天
に
孤
鶴
還
る
。



（
自
然
の
中
に
あ
る
）
石
の

壁
に
（
友
人
よ
り
）
与
え
ら

れ
た
題
の
詩
を
書
き
、
高
く

そ
び
え
る
松
林
の
中
で
、
酒

の
盃
を
と
っ
て
飲
む
。

遠
く
の
水
辺
に
は
白
い
雲

が
か
か
っ
て
お
り
、
晴
れ
わ

た
る
空
に
、
一
羽
の
鶴
が

還
っ
て
い
く
。

漢
詩
の
意
味



鑑
賞
の
ポ
イ
ン
ト

漢
詩
の
場
面
を
思
い
浮
か
べ

て
み
ま
し
ょ
う
。

☆
キ
ー
ワ
ー
ド
☆

詩

酒

→

自
由
な
時
間

松

白
雲

晴
天

鶴

→

自
然
の
風
景



漢
詩
の
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さらに一歩ふみこんで
みましょう！
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。
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。
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。
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。



今日の講座のおさらい



・漢詩の文字数に注目

〇〇文字 → 〇句に分ける

→ 作品作りのヒント

・詩の中の文字から、詩の場面を想像し
てみる。

・文字の配置から、書家の意図が探れる
場合がある。



ありがとうございました。

次回の講座も、ぜひ
ご参加ください。

観峰館


